
　国土交通省は、令和6年空き家所有者実態調査
の調査結果を公表しました。
　同調査は、空き家問題が社会問題化しているこ
とを受け、全国の空き家所有者の実態を把握し、
住生活基本計画における施策検討の基礎資料を得
ることを目的としています。
　調査については、令和5年住宅・土地統計調査
（総務省）において「居住世帯のない住宅を所有
している」と回答した世帯の中から無作為に抽出
した世帯を対象としています。対象世帯数は1万
3628世帯で、調査票配布数は1万 2402、回収世
帯数は6294世帯で、回収率は約51％でした。
　空き家の取得方法について、約6割が相続され
たものであり、その相続した空き家の7割超は
1980年以前に建設された住宅との結果でした。
また、約6割は所有者の死亡を契機に空き家と
なったことも分かっています。
　相続前に被相続人との話し合い、遺言の作成支
援、後見制度や家族信託の活用などの対策を実施
していない空き家は、対策を実施した空き家と比
較して、何もせずにそのまま空き家として所有さ
れ続けている割合が約1.5倍にもなりました。
　「使用目的のない空き家」の所有世帯において、
直近1年間の利用状況の変化を見ると、約15％が
除去や貸すなどして空き家を解消しています。「貸
家用」、「売却用」の空き家所有世帯に関しては、

空き家の取得経緯等

相続空き家の基本的な情報

空き家の利用状況（相続前の対策有無別）

相続空き家の 7 割超は 1980 年以前の住宅

約 3割が空き家を解
消したとのことです。
　今後の空き家の利
用意向を見ると、
「使用目的のない空
き家」の所有世帯の
約 4割が、今後も空
き家として所有する
意向がある一方で、4

使用目的のない空き家 売却用の空き家
出典：図表は国土交通省の「令和6年空き家所有者実態調査」から引用
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テーマ： 「実家の相続に関する意識調査」

持家市場が苦戦する中で、都市型住宅で存在感のある旭化成ホームズのキャンペーン「実家のこれ

から」相談会が話題になっている。「実家の相続」をキーワードとして、単なる二世帯住宅や建て替え

需要を顕在化させる手法から、住み替え売却、資産活用まで顧客の視点から多様な選択肢を提案し

ている。

１． 年度 ～ 月期の住宅着工は前年比マイナス ％

～ 月の新設住宅着工戸数の需要別の動向を見ると、新設住宅合計でマイナス ％、持家需要マイナス

％、貸家需要はマイナス ％、分譲需要はマイナス ％とすべての需要でマイナスに転じた。これは首

都圏における分譲マンションの落ち込み、貸家需要がなかなか回復しないことが大きな要因と考えられる。

住宅会社各社にとっては、今まで持ち家市場を

補完してきた賃貸需要が低迷する中で、メイン市

場である持ち家需要の掘り起こしが課題になって

いる。

この夏の各社のキャンペーンを見ると、積水ハウ

スは「プランニングカフェ 設計相談会」と恒例の

「住まいの参観日」の展開。住友林業は「夏の家

設計相談会」、セキスイハイムは新商品「新型パ

ルフェ発表会」で集客を図っている。

しかし、住団連の「住宅業況調査（第一回 月調

査）」の結果では、展示場来場者や引き合い増加

を示す指数は前年を大きく下回っている。

また、経営者の景況判断調査（第二回 月調査）

の 月から 月の見通しにおいても「消費増税に

よる駆け込みが徐々に発生してくる時期であり、

顧客の動きも活発化してくると思われる」という楽観的な声も聴かれるが、反面「戸数アップは期待できず、

、二世帯住宅などの単価アップに期待」との声もあり、量的拡大といった成果に結びつかないのが現状の

ようだ。

そんな中で、戦略的なマーケティングに定評のある旭化成ホームズのキャンペーンテーマが話題になっ

ている。同社は、首都圏を中心とした大都市圏にターゲット市場を限定し、 会場に複数出展するドミナン

ト展示場戦略や、二世帯住宅、三階建て住宅、賃貸併用型、 子供を持たない共働き世帯 など

新しい住まい方の提案するすることで需要拡大を図ってきた。

今回は「実家と相続」という古くて新しいテーマを取り上げ、生活者調査「実家の相続に関する意識調査」

に基づいたキャンペーンを展開している。 月の受注速報はまだ公表されていないが、関係者の間で話

題になっている。
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　㈱LIXIL住宅研究所は、人気が高まる平屋の魅
力に関する調査報告書を公表しました。加えて、
屋内と屋外の間に位置する中間領域「ミッドテリ
ア」への興味などについても調査しています。
　同調査では、事前調査として「現在の住まいか
ら最近一戸建てにした人」、「一戸建てを考えてい
る人」を抽出し、平屋への興味や魅力のポイント
を質問しています。有効回答は 550で、沖縄を除
く全国の既婚女性が回答しました。
　その結果「平屋にしたいと思っている（平屋に
している）」と回答した人は 25.6％、「平屋を検討
したいと思っている（平屋で検討している）」は
39.8％となり、65％以上が平屋を望んでいること
が判明しました。
　平屋の魅力についてという質問の回答上位は
「家事動線、生活動線が効率的」が 35.6％、「階

平屋に関する調査報告　６割以上が平屋希望

段がないため登り降りの必要がなく効率的」が
33.1％、「高齢者や小さな子どもなど、だれもが
安心して生活できる」が 32.8％となり、階段がな
いという点が指示される要因のひとつとなってい
るようです。
　外部空間で開放的に楽しめつつも、目隠しなど
で外からの視線を遮れることが特徴の「ミッドテ
リア」については、「興味がある人」が 89.2％に
達し、ニーズの高さが判明しました。
　魅力としては「LDKとつながりのある空間で
家族や友達とバーベキューなどを楽しめそう」
が 34.9％で、「外からの視線を気にせず、読書
やコーヒータイムなどゆったりできそう」が
34.0％、「雨の日でも、軒下に椅子をおいて外を
楽しむことができそう」が 32.1％という回答結
果となりました。

 「保証の質」が選ばれる理由に　住宅購入者の満足度を調査

　㈱LIXIL住宅研究所は、近年の自然災害の増加
や住宅の長寿命化への関心から「住まいの長期保
証」の実態や満足度、重要視する長期保証、住宅
メーカーを選ぶ時に優先する項目などについて調
査しました。調査時期は 8月 14～ 20日。沖縄を
除く全国の一戸建てに住む既婚女性から 441の回
答を集めました。
　今回の調査は、事前調査として一戸建てに住む方
の内、「最近一戸建てにした方」や「建てるなら一戸
建てを考えている方」を抽出し、本調査としてその

方々へ「住まいの長期保証」について質問しました。
　その結果、居住中の一戸建てにトップは「長期
保証が付いている（ていた）」、「おそらく長期保証
が付いている（ていた）」となり、約６割に長期保
証が付いていることが判明しました。この長期保
証が付いている方に長期保証の満足度をきいたと
ころ、「とても満足している（していた）」、「満足

割弱に除去または売却の意向があることも分かり ました。

現在の住まいから、一戸建てに新築、建て替え、
住み替えなどを考えているか？

あなたの現在の住まいには長期保証が付いてい
るか？（付いていたか）

現在の住まいに付いている長期保証に満足して
いるか？

住まいを建てる時、重要視する長期保証

－ 2－

Report



　（公社）全国宅地建物取引業協会連合会（全宅
連）と、（公社）全国宅地建物取引保証協会（全
宅保証）は、住宅居住白書を公表した。2024 ～
2025 年にかけての消費者の住まいに対する意識
変化を中心に、業界の変容が消費者に与える影響
を分析しました。
　調査期間は 7月 30 日から 8月 4日、20 ～ 65
歳の全国の男女 5000 名を対象としています。一
部調査を抜粋して紹介します。
　今が不動産の買い時か調査したところ、買い時
だと思っている回答者は前年比で 1.6 ポイント増
加しており、全体の 20.8％となりました。その
理由は住宅ローン金利の上昇を見据えたものであ
り、44.4％と最多でした。一方で買い時だと思わ
ない回答者は全体の 34.7％、価格高騰で手が届か
ない金額になっているとの理由が半数に迫ってい
ます。
　持家派か賃貸派を聞いた調査では、持家派が
63.0％と依然として多数派を占めていますが、前
年から微減しています。一方で賃貸派の推移は前

住まいに対する意識変化を調査　金利上昇見据え「買い時」が最多

年からは 0.1 ポイント減とほぼ横ばいです。住宅
ローンへの抵抗感に加え、不動産価格の高騰が新
たに上位理由として浮上しました。
　今回の調査で住宅を購入する際に重視するポイ
ントについて調査しましたが、これまで例年上
位 1～ 3位を占めていた「価格」、「周辺・生活環
境」、「交通の利便性」を除いて、これら以外で
重視するポイントを調査しました。こうして行っ
た調査で最も重視されたのは「間取り」でした。
ついで、「日当たり・住宅の向き」、「住宅の構造
が良い」というものでした。この結果について全
宅連と全宅保証は「住まいの快適性や機能性に加
え、災害への備えや建物の安全性能を重視する傾
向が強まっている」とコメントしています。
　また、不動産取引の安心感に関する調査も行い
ました。トップは物件の注意点も正直に教えて
くれることで、透明性が求められていることが
分かりました。そのほか、無理な提案をしない
ことや、住宅ローンや保険など関連手続きもサ
ポートしてくれることなどが挙がっています。

している（していた）」となり、計7割近くが満足
している結果となりました。一方、重要視する住
まいの長期保証を複数回答で選んでもらったとこ
ろ「設備保証」、「構造保証」、「地震保証」が上位
になっています。しかし「防蟻保証」、「防水保証」、
「地盤保証」なども僅差となっており、全ての長
期保証を満遍なく望んでいることが判明しました。

　今回の調査では保証があるかどうかだけでな
く、どんな保証があるかが、安心感に直結してい
ることが分かりました。設備・構造・地震だけで
なく、防蟻や地盤なども含めた暮らしの不安要素
への配慮が、選ばれる理由になるようです。保証
は契約条件ではなく、信頼の証として伝える工夫
が求められています。

住宅を「購入する」際に、「購入金額」、「周辺・
生活環境」、「交通の利便性」以外で重視するポ
イントは何か（3つまで選択可）N=5000

いま、不動産は買い時だと思うか（N=5000）
との質問に対して「思う」と回答した人の理由
（N=1042）

いま、不動産は買い時だと思うか（N=5000）
との質問に対して「思わない」と回答した人の
理由（N=1737）

住まい探しや不動産取引で、不動産会社の担当
者にどのようなサポートがあると安心できるか
（複数回答）N=5000
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キタケイの提供する２つのプライベートブランド 

環境・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材  “ スプロートユニバーサル ”  

天然木にこだわったフローリングや壁材  “ リラクシングウッド ” 

企画・製造から販売までトータルにプロデュース、心からご満足いただける住まいづくりを 

バックアップします。 
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リラクシングウッド 
抗菌・抗ウイルス加工 フローリング ウイルスガードコート シリーズ 


